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（目的）本研究で は代替燃料と して メ タノ ー
ル が使 用 されて い るブラジル に おい て大気中の NMHC

を採取、分析 を行い、カル フ ォ ル ニ ア 州 （米国）および大阪で の分析結果 との比較か らアル コ
ー

ル燃

料 によ っ て 引き起 こ される大気汚 染を炭化水素濃度の側面 か ら調べ た。一般に大気中の 揮発 性有機化

合物 （VOC 　s ）の 採取法 として 容器採取法、常温吸着・溶媒抽出法、常温吸着一加熱脱着法などが用い

られるが 、 試料が低濃度で あると予想され るこ と、遠隔地でのサ ン プ リン グが必要な こ とか ら、本研

究で は、常温吸着一加熱脱着法 を用い た 。

（方法）常温吸着一加熱脱着法 を用 い た分析の 流

れを Fig．1 に示 す 。 捕集管は内径 4mm の ガラ ス

管に 二 種の 吸着剤 を二 層に 充填 した もの を用 い

た。目的 とした炭化水素は C4 〜Cg の 50 成分で

ある 。 は じめ に本法の再現性 、 回収串な どの 基本

的性能の 評価 を行 っ た後、 実大気試料の 分析に応

用 した。試料採取 は 1／ 29 〜2 ／ 9 にか けて、

ロ サ ン ゼ ル ス 1 地 点 （4 サ ン プル）、サンパ ウ ロ

3 地点 （計 14 サ ンプル）、大阪府公 害監視セ ン

ター葡 （大阪市）で実施、また 4 ／ 9 に 阪府大キ

ャ ン パ ス に お い て も実施 した 。 捕集流量は 5L で

行 っ た 。

（結果、考察）

大気

→

　　　除湿 管　　　　 捕集管

試料採取（100皿 11minx50min＝ 51、）

　　　　　　　9

a1igu ］− P 2Qx
ポン プ

フ才
一
加 トラヲプ　　 GC ・MS

キャリアガ

ス
→

捕集管

Hg ．1 分 析 ： 実大 気 また は標 準試 料を採取 した捕集管

を加熱脱着、フォ功 ストラップ で の 再濃結後、再加 熱 して
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一
連の 基礎実験の 結果をもとに信頼性の 低い 数種類の 炭化水素を考慮 し 、 測定地点の 状況 （気象条

件、自動車燃料の組成 etc ．）と考え あわせ た うえで、実際の大気分析の結 果か らブラ ジル、　 N サンゼ

ル ス 、大阪 の各都市間 の 火気中炭化水素濃度の 組成比 などの比較 を行 っ た （Fig．2）。 THC や NMHC

計等を使 っ た炭化水素一括濃度の比較で はわか り得ない、燃料の 違い に よる大気の光化学反応性へ の

影響などを比較 したの で報告する。
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　 Fig，2 各 都 市 の 炭 化 水 素 溘 度 の 比 較
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